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　高野小学校４学年児童８５名が高齢者や障がい

者を理解するため、５月から総合学習の時間を利

用し、点字・手話・ブラインドウォーク（目かくし

歩行）、インスタントシニア体験やセラピードックと

のふれあいなどを体験。７月２日には、親子での車

いす体験など、さまざまな福祉体験学習を行った。

　また、６月２０日、２７日の２日間、黒内小学校

４学年７４名が同じく総合学習の時間を利用し、ブ

ラインドウォークや車いす体験、インスタントシニ

ア体験を行った。

　両校の児童たちからは、体験後、「最初は難しい

と思ったけど、介助のポイントが分かったので、も

し、困っている人たちがいたら、手助けしてあげた

い！」などの感想も聞かれ、体験の効果がみられた。

　８月２７日、北守谷公民館を会場に、市内教

職員対象福祉教育研修会を開催。

　当日は市内小・中学校教職員１０名が参加し、

茨城県社会福祉協議会の中川稔主任推進員を講

師にお招きし、「学校における福祉学習の進め方

やボランティア活動」などについて、講話をい

ただいた後、社協職員が説明指導しながら、公

民館の周辺を車いす・目かくし歩行、高齢者擬

似用具を着用してのインスタントシニア体験な

ど、体験することで得られたこと、障がい者や

高齢者への理解や接し方など再認識し、今後の

学校での福祉

学習の取組み

や地域との交

流へのヒント

が 見 つ か り、

意欲を見せて

いた。

　６月２２日、２３日両日、今年もイオンタウン守谷において、「第５回買ってNｅｔ！バザール in イオンタ

ウン守谷」( 福祉バザー ) を開催。

　このバザールは、イオンタウンにご協力をいただき、守谷市近隣の障がい者施設や団体の入所・通所者

などが日々作製した品々や食品などの販売と活動ＰＲを目的に開催し、５回目の今回は、障がい者施設・

団体、特別支援学校など（１４団体）が参加。

　日頃施設で作製している木工品、陶芸品、さをり織りやビーズ細工など

の手芸品をはじめ、揚げもち、クッキー、焼きたてパン、朝採り野菜や花

苗などを施設利用者や職員が店頭に立ち、販売。最初は接客に戸惑いも

あり、なかなか大きな声でお客さんに声をかけられなかったが、最後はみ

んな笑顔で対応し、完売するブースも出るほどの盛況ぶりに次回開催を楽

しみにしている声も多く聞かれ、好評の中、終了することができました。

　また、社会福祉協議会では、会場に東日本大震災義援金募金箱も設置し、２日間で４,８２９円が寄せ

られ、共同募金会に送金させていただきました。ご協力ありがとうございました。

各校で福祉体験学習中！福祉教育推進担当者研修会

多くの笑顔が交流！
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●今年もがんばります！高野子どもヘルパー！（高野支部事業）
　今年度は、昨年度実施していた「高野小学校４年生」に加え、同じ地区内の「松ケ丘小学校４年生」

も募集したところ、合わせて２６名の児童から応募があり、また、昨年活動した「子どもヘルパー」

のうち１６名がリーダーとして今年度も一緒に活動します。

　７月２８日、高野公民館で「高野子どもヘルパー任命式」を開催し、会田

栄光支部長より一人ひとりに任命書が手渡された。

　その後、高齢者との接し方などの説明の後、社協高野支部役員や地域福祉

活動計画高野地区ネットワークグループメンバーなどとグループに分

かれて、「認知症ってどんな病気？自分たちにも何かできるのかな？」

などを考える「認知症出前講座　絵本教室」にリーダーの子どもたち

も一緒に加わり、学習。今後は、高野地域の高齢者サロンや施設訪問、

障がい児との交流、地域行事などへ参加し、地域のパイプ役としての

活躍が期待されますので、皆さんも活動する子どもたちを見かけまし

たら、声をかけてあげてください。

●「ふれあい１日遠足」
　６月５日、市内の独り暮らし高齢者を対象に「ふれあい１日遠足」

を実施。当日は、晴天に恵まれ、参加希望者・関係者４８名が、茨城県

潮来市を散策。最初に３艘の船に分乗し、十二橋めぐり。新緑の木々

や花菖蒲を水面から眺め、その後、昼食を摂り、「あやめ園」を自由散策。

参加同士の交流や道の駅いたこでは、地場産野菜やいちごなどお土産

を手にし、皆、笑顔で楽しい一日をすごしていた。

●まだまだ支援は必要！
　７月９日、社協大野支部役員が宮城県南三陸町被災地視察研修実施。

一見通常通りの生活に戻っているように見える山道を下り、市街地へむ

かうと、２年以上が過ぎているにもかかわらず、津波被害の地区は、更

地が広がっている。最大２３Ｍの津波に襲われ、南三陸町約５,５００世

帯の約６３％が被災し、人口約１７,０００人のうち、死者・行方不明者約

８００人。震災から３６日目、ようやく仮設電源よる電気が復旧。震災か

ら１１４日目、給水車頼りだった水道が復旧。トイレやお風呂、宿泊施設の冷房な

どの問題が解決されたことや改めて、多くの人に支えられ、助けられ、それぞれの

役割ももって生活し、乗り切ってきたことなど、宿泊先の語り部から震災時の状況

が語られた。地元の社協では、今なお、海岸線や農地、漁業支援のボランティアの

調整などを行っている。まだまだ、震災の爪あとが多く残る中、地元の方々の復興

への前向きな笑顔と接し、力強さを感じることができた。
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ボランティア活動の推進
　ボランティア活動に関する相談や活動の場の調整を行

い、ボランティア協会（グループ）への育成支援、ボランティ

ア活動保険へ１,２６３名が加入し、ボランティア活動が安

心して活動できるよう支援しました。被災地への災害

ボランティア支援も行いました。

その他
　在宅福祉サービス（ほほえみサービス）、地域ケアシステ

ム事業や専門相談所（ふくし・年金労務・電話）の開設、

生活資金・小口貸付事業、法外援護や災害援護などの援

護事業、健康スポーツフェスティバルの共催や社協だより

発行（年４回）、地域福祉活動計画実行委員会支援、各支

部社協活動、各種社協委員会活動、共同募金活動や日常

生活自立支援事業、善意銀行受払。入れ歯リサイクル事業

協力。介護保険事業においては、対象者へのケアプラン作

成を行う居宅介護支援事業、ホームヘルプサービスを行う

訪問介護事業や予防介護事業などを展開しました。また、

法人化４０周年記念大会の開催に際しては、多くの皆様

にご支援をいただき、誠にありがとうございました。

高齢者福祉
　独居高齢者遠足や高齢者世帯１日遠足の実施、高齢者

健康水中体操（延６３１名）開催、その他にも特定高齢者

介護予防施設「いきいきプラザ・げんき館」や「ミ・ナー

デげんき館」の受託事業として、予防体操や趣味活動、イ

ベントなどを展開。福祉車両や車

イス（２３.８/月平均）の貸出事業、

守谷市わくわくスポーツ大会の共

催など多くの方々にご利用、ご参

加いただきました。また、新規事

業として「ふれあい電話訪問」を

スタートしました。

福祉の教育
　市内小中学校での福祉活動体験

学習への支援や福祉教育活動助

成，市内教職員対象福祉研修の開

催、リサイクルや募金活動への協

力、高野支部主催「高野子どもヘ

ルパー事業」は、高野小４・５・

６年生３７名が高齢者等との交流

事業を実施。また、恒例の夏休みの「サマーチャレ

ンジ（福祉体験学習）」は、催行人数に達せず、中止

となりました。

母子・父子・児童福祉
　母子・父子家庭・要援護児童・

生徒への入学卒業祝１２３名、新入

学児童祝６６３名（ノート）や新生

児６０３名（歯ブラシ）への祝品贈

呈事業の実施。餅つきや遠足など

の交流事業。

障がい児者福祉
　障がい児者団体への支援、伊奈

特別支援学校守谷地区会交流事

業、福祉車両、車イスの貸出事業、

障がい者自立支援サービス（居宅

介護）、難病等の公的ホームヘルプ

サービスの提供。また、１３の近隣

障がい者施設・団体と協力し「買っ

てNet バザール」を６月に２日間開催し、多く皆さん

に参加いただき、障がい者活動への理解を得る機会

となりました。

平成２４年度決算（一般会計）
科　　　目 決　算　額

会 費 収 入 8,202,895

寄 附 金 収 入 1,190,563

補 助 金 収 入 40,563,776

助 成 金 収 入 204,900

受 託 金 収 入 14,158,500

事 業 収 入 1,219,900

共 同 募 金 配 分 金 収 入 6,607,693

貸 付 事 業 等 収 入 22,000

介 護 保 険 収 入 26,376,596

固 定 資 産 売 却 収 入 27,540

雑 収 入 ・ 利 息 770,968

そ の 他 の 収 入 5,859,610

前 期 末 資 金 残 高 36,374,005

収 入 合 計 141,578,946

科　　　目 決　算　額

人 件 費 支 出 74,614,389

事 務 費 支 出 5,233,937

事 業 費 支 出 9,771,834

共 同 募 金 配 分 金 事 業 費 6,401,172

助 成 金 支 出 1,240,000

負 担 金 支 出 27,000

固 定 資 産 取 得 支 出 2,957,090

そ の 他 支 出 3,095,490

当 期 末 資 金 残 高 38,238,034

支 出 合 計 141,578,946

（単位：円）
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善意銀行とは・・・
　誰もが地域のために「何か少しでも役

に立ちたい」という温かい気持ちを持っ

ています。その「何か？」を金銭や物品

でご協力いただき、その「善意」を地域

の福祉事業や市内施設等の社会福祉に役

立てられており、その「善意の橋渡し」

を行っております。

預託内容
●金銭預託

チャリティーバザーや
イベントの収益の一部
や個人の善意の寄付な
どがあります。

●物品預託

活用できる福祉機器や使用済み切手や
プリペイドカード（テレフォンカード・
クオカード等）、プルタブなどをお預か
りし、橋渡しをしています。

活用内容
○金銭預託方法には、市内をはじめ、地
域や災害時に活用させていただく「一
般預託」と寄付者意向を踏まえた「指
定預託」があります。

○車いすなど福祉機器は状態踏まえ、貸
出用や福祉施設での活用。使用済み切
手やプリペイドカードは、日本キリス
ト教海外医療協力会に送付し、まとめ
て収集業者が換金し、途上国の子ども
たちのワクチンなどに、プルタブは、
守谷市社協が収集業者で換金し、車い
すの修繕や購入費に充当させていただ
いています。
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地域の活動が芽生えはじめました！地域の活動が芽生えはじめました！地域の活動が芽生えはじめました！

　「もりやのしあわせ みんなで築こう」のキャッチ
フレーズのもと、守谷市地域福祉活動計画が各地域
でスタートしました。
　この活動を市民のみなさんにご理解をいただくと
ともに、ぜひご参加いただき、「地域のみんなでしあ
わせ」を築く一員として、ご協力をよろしくお願い
します。

各地区の取り組み状況

△大山新田に設置された掲示板。今後も

「あいさつ運動」などの啓発利用を予定。

守谷地区 
・社協守谷支部共催事業
　「あいさつ強化週間」キャンペーン実施

（６月２４日から２８日）
　Ａブロック：愛宕中学校周辺
　Ｂブロック：黒内小学校入口付近
　Ｃブロック：守谷駅西口、守谷中学校正門、
　　　　　　　中央公民館入口、土塔保育所
　Ｄブロック：ひがし野３丁目交差点、サーパス

守谷前交差点、北園踏切
　Ｅブロック：守谷小学校正門前、校庭入口前
◎次回開催に向けて、実施方法等を再検討

高野地区
・松ケ丘地区内区長交流会開催

・松ケ丘小学校おやじの会主催の「夏祭り」に松ケ

丘地区内自治会・町内会・子ども会が協力参加

・社協高野支部との共催事業で「高野子どもヘル

パー活動」事業スタート！（高野小４年・松ケ

丘小４年の希望者）地区内福祉施設やサロンへ

の訪問交流など

・高野地区活動広報、社協ホームページへ掲載

大野地区
・各地区行事（活動）報告・意見交換

○大柏地区：自主防災組織立ち上げに向け、地域レ

クリェーションと防災訓練等を検討中

○峰 林 荘：峰林荘が「福祉避難所」であること

を地域住民へ周知と「防災ボラン

ティア」募集、協力

大井沢地区
・地区全体会議開催（活動費等検討）

○西板戸井：地域行事の復活、実施

　・綱引き大会（１０月２０日）

　・あわんとり（１月１８日）

○東板戸井：地域あいさつ運動、あいさつ推進看

板設置予定

○大　　木：自主防災組織立ち上げ（１０月）

○大山新田：あいさつ運動、あいさつ推進手作り

掲示板設置

○立　　沢：祭事の企画・検討

　・立沢秋まつり（１０月２０日）

北守谷地区
・社協北守谷支部との共催で地域交流事業北守谷

遊歩道「どこでも茶屋ぶらぶら亭」開催（大山公園）
（５月５日～７月２８日）

◎９月下旬からの再開に向け、調整中
・福祉協力員制度の構築を検討
・北守谷地区活動広報、社協ホームページへ掲載、

実行委員会だより発行

みずき野地区
・みずき野地区における課題別グループ討議。　

全体会議において、課題への具体的取り組みへ
の調整、検討

・社協みずき野支部では、町会内の高齢者への
「ちょっと手助け事業」や談話室花みずきで、講
話「身近なふくしについて」などを開催。

◁６月に実施し

た「あいさつ運動」

の様子
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専
門
相
談
予
定
表 電話相談

 ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
 年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

　【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※ 予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
　　事務局まで電話にてご予約ください。
　　電話相談でも予約を受付ます。

　　　　　　　　　　  ４８−５５５５

　◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

 

　

　毎月第１月曜日　午後２時〜４時

　※ 相談員：社会福祉士

　毎月第２月曜日　午後２時〜４時
　※ 相談員：社会保険労務士

●場　所

　いきいきプラザ・げんき館内相談室

年金・労務相談

ふくし相談 秘密厳守  相談無料

専 門 相 談

　「子育てのこと」「お嫁さんやお姑さんのこと」

「生活のこと」など、どうしたらいいのかな？ち

ょっと話を聞いてもらいたいな。こんなこと誰に

聞けばいいのかな？そんな時は、ひとりで悩まな

いで、女性相談員がお受けしますので、お気軽に

ご相談下さい。

● 毎週金曜日　
　　午前 10 時〜午後３時
● 電話番号
　　（４８）５５５５

相　談　日

秘密厳守  相談無料

電 話 相 談
　「ふくしサービスってどんなものがあるの？」「最

近家のおばあちゃんの行動が・・・」等の相談は『ふ

くし相談』に、「年金のしくみはどうなっている

の？」「パート雇用の問題」「障がい者年金って分

かりづらい？」等は『年金・労務相談』にお気軽

にご相談ください。

　守谷市社会福祉協議会では、独り暮らしや高齢

者のみ世帯のみなさんに、電話を通じてお話をさ

せていただき、孤独感やご不安等の解消を図るた

め、電話相談員による「ふれあい電話訪問事業」

を実施します。

●対　　象：市内在住の概ね６５歳以上の独り暮

らしや高齢者のみの世帯

●実 施 日：隔週火曜日・水曜日のいずれかの

 午前１０時から午後３時の間

（※ 祝日・年末年始はお休み）

●費　　用：無　料

●申込方法：ご利用を希望される方は、直接、

社会福祉協議会事務局電話（４５）

００８８までにご連絡いただくか、

お近くの民生委員にご連絡下さい。

ほほえみ協力会員募集中！

　ほほえみサービスとは、お年寄りや体の不
自由な方、産前産後の方やその家族の日常生
活上の負担を少しでも軽減するため、地域の
方々の協力により行う「会員方式の有料の家
事援助サービス」です。まずは、利用会員・
協力会員とも、事前に申込書による登録が必
要です。登録後は、下図のしくみでサービス
の提供となります。詳しくは、８ページのお
問い合わせ先までご連絡下さい。
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　●お申込み・お問合わせ先：
〒３０２ー０１１６　守谷市大柏９５４ー３　守谷市社会福祉協議会事務局

電話　（４５）００８８　　FAX　（４８）５５５４
Eメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

お二人でお出かけしてみませんか？

　今年も「高齢者世帯」を対象に外出支援と交流を

目的に１日遠足を下記の予定で計画しております。

ご夫婦で「芸術鑑賞と自然景観」を楽しみませんか。

●日　　時：平成２５年１１月６日（水）

　　　　　　午前８時集合・出発

　　　　　　　（帰りは午後６時着予定）

●集合場所：守谷市役所正面駐車場

●対　　象：市内在住の高齢者のみ二人世帯

　　　　　　（どちらかが６５歳以上の方）

●行 き 先： 茨城県天心記念五浦美術館、

　　　　　　 福島県いわき市塩屋崎・雲雀乃苑展望

●定　　員：４０組８０名

　　　　　　（定員を超えた場合は抽選となります）

●参 加 費：お一人 ２,５００円（入館料・昼食代）

●参加に際しての注意事項

　　①くれぐれもお二人での参加となります

　　②集合場所へは各自でお願いします

　　③ その他、現地での散策費用は、各自負担でお

願いします

●申込み方法・締切

　 上記事項・内容等をご確認いただき、往復はがき

の往信面に下記住所を、裏面に住所・お二人の氏名・

年齢・生年月日・電話番号（携帯電話番号）等、必

要事項を記入の上、平成２５年１０月１１日（金）(当

日消印有効）までにお申込み下さい

　コミュニケーションの希薄化から様々な社会問

題がおきている中、今、いろいろな場面での「傾聴」

が注目され、「傾聴ボランティア」の活躍の場が

増えつつあります。心を傾けて「聴く」ことを少

し学んでみませんか？

●期　間：平成２５年１１月１４日（木）から

　　　　　１２月１２日（木）まで毎週木曜日

　　　　　全５回　午後１時３０分～４時３０分

●会　場：守谷市役所　中会議室

●対象者：守谷市在住・在勤の方で、受講後、

　　　　　ボランティア活動ができる方

●定　員：３０名（定員を超えた場合は抽選）

●講　師：ＮＰＯホールファミリーケア協会

●協　力：傾聴ボランティア ジャスミン

●受講料：２, ５００円

●申込み方法・締切

　上記事項・内容等をご確認いただき、往復はが

きの往信面に下記住所を、裏面にあなたの住所・

氏名・年齢・電話番号（携帯電話番号）等、必要

事項を記入の上、平成２５年１０月１１日（金）( 当

日消印有効）までにお申込み下さい。

傾聴ボランティア養成講座
受 講 生 募 集

傾聴ボランティア養成講座
受 講 生 募 集

傾聴ボランティア養成講座
受 講 生 募 集


